
（別紙１） 

「オールオホーツクで学力向上を！」ロードマップ 
 
＜年度末における「目指す子どもの姿」（ゴールイメージ）＞ 

◇学ぶ楽しさや分かる喜びが実感できる指導を通した、基礎的・基本的な学力の向上と定着 
 ①自己評価、「指導方法の工夫改善」の項目において肯定的な評価９１％以上。 ②児童アンケート、「学習内容の理解」の項目において肯定的な評価９５％以上。 

 ③保護者アンケート、「学習内容の理解」の項目において肯定的な評価９６％以上。 

 
【年度末からの引継ぎの状況】  
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【年度末：次年度への引継ぎ】 
【
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に
よ
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・
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】（
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組
の
重
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①学習過程の確立 
②指導方法の改善 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 ①学習環境の充実 
取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 
 
②授業改善に向けた取組 

②授業改善に向けた取組 ②授業改善に向けた取組 

③家庭との連携  

具
体
的
取
組
内
容 

①課題とまとめの正対 
【研修：●●】 
 
②本時の流れが分かる構造的 
な板書の工夫 

【研修：●●】 

具
体
的
取
組
内
容 

①学習規律の確立 
【教務：●●】 
②－１課題とまとめの正対 
【研修：●●】 
②－２本時の流れが分かる構造的な板書の工夫 
【研修：●●】 
③授業内容と関連した宿題・家庭学習の取組 
【教務：●●】 

①学習規律の確立 
【教務：●●】 
②－１課題とまとめの正対 
【研修：●●】 
②－２本時の流れが分かる構造的な板書の工夫 
②－２研究主題を意識した授業改善 
【研修：●●】 

具
体
的
取
組
内
容 

①学習規律の確立【教務】 
②－１課題とまとめの正対 

【研修】 
②－２本時の流れが分かる構造的

な板書の工夫【研修】 
②－２研究主題を意識した

授業改善 
【研修】 

目
標
指
標 

①全ての学級において、校内で統一した学習規
律の徹底を図る。 

②－１全ての授業で、課題と課題に正対したま
とめを位置付ける。 

②－２全ての授業で、どの子にとっても１時間
の流れが分かる板書を心がける。 

③全ての学級で授業と関連した宿題・家庭学習 
の取組を行う。 

①学校評価（自己評価）において、肯定的な 
評価が９０％を超えるようにする。 

②－１学校評価（自己評価）において、肯定 
的な評価が９０％を超えるようにする。 

②－２学校評価（自己評価）において、肯定 
的な評価が９０％を超えるようにする。 

②－２学校評価の学習理解の項目において（児
童アンケート・保護者アンケート）で肯定的
な評価が９０％を超えるようにする。 

目
標
指
標 

①全ての授業で、課題と課題に正
正対したまとめを位置付ける。 

 
②発問と板書の精選を図り、ど
の子にとってもわかりやす
い授業を心がける。 

 
目
標
指
標 

①全ての学級において、校内で
統一した学習規律の徹底を図
る。 

②－１全ての授業で、課題と課
題に正対したまとめを位置付
ける。 

②－２全ての授業で、どの子に
とっても１時間の流れが分か
る板書を心がける。 

②－２研究主題を意識した組織 
として行う授業改善。 

成
果
と
課
題 

○①に係る学校評価（自己評価）の結果、肯定

的な評価が９０％を超えた。 

○②－１についても、学校評価（自己評価）の

結果、肯定的な評価が９０％を超えた。 

○③に係る学校評価（自己評価）の結果、肯定

的な評価が１００％だった。 

●②－２に係る学校評価の結果、児童アンケー 

トでは肯定的な評価が８９％、保護者アンケ 

ートでは８０％だった。 

○②－１について、学校評価（自己評価）の

結果、肯定的な評価が９６％を超えた。 

●①に係る学校評価（自己評価）の結果、肯

定的な評価が８７％だった。 

●②－２板書について、学校評価（自己評価）

の結果、肯定的な評価が７７％だった。 

●②－２学習理解に係る学校評価の結果、 

「児童」では肯定的な評価が約９０％、 

「保護者」では７４％だった。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の

活
用 

◇基礎・基本の定着を目指し、 
授業や宿題として過去問題 
を活用する。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の

活

用 

・過去２年の分析結果に基づき、授業や宿 
題として過去問題を繰り返し活用す 
る。 

・過去２年の分析結果に基づき、授業や 
宿題として過去問題を繰り返し活用 
する。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の

活
用 

・過去２年の分析結果に基づ 
き、授業や宿題として過去問 
題を繰り返し活用する。 

学 校 名 ○○市 立 ○○小 学校 

役職・担当者名 教務主任・●● ●● 



 


